
(57)【要約】

　【課題】有機材料層の電気的特性を維持しながら、極

微細パターンの形成を実現する有機材料層形成方法を提

供する。

　【解決手段】この有機半導体発光素子は、電子注入電

極３および正孔注入電極４と、有機半導体部５と、酸化

シリコン膜２と、これを挟んで有機半導体部５に対向す

るゲート電極１とを備えている。有機半導体部５は、Ｐ

型有機半導体材料層７およびＮ型有機半導体材料層６と

、有機発光材料層８とを備えている。作製にあたり、Ｐ

型有機半導体層７の反転パターンを有するレジスト２０

が形成される。その後、ＨＭＤＳおよびチオール化合物

を用いた表面処理が行われ、全面が露光される。次いで

、Ｐ型有機半導体層７が全面に形成された後、アルカリ

現像液によってレジスト２０が溶解させられ、Ｐ型有機

半導体層７がリフトオフによりパターン化される。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 有 機 材 料 層 の パ タ ー ン を 形 成 す る た め の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 上 に 、 形 成 す べ き 有 機 材 料 層 パ タ ー ン の 反 転 パ タ ー ン の レ ジ ス ト を 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 基 板 表 面 に お い て 前 記 レ ジ ス ト か ら 露 出 し た 露 出 部 に 対 し て 、 有 機 材 料 と の 密 着 性
を 強 化 す る た め の 表 面 処 理 を 施 す 工 程 と 、
　 前 記 レ ジ ス ト 上 お よ び 露 出 部 上 に 有 機 材 料 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 有 機 材 料 と レ ジ ス ト と で 選 択 比 の あ る 水 溶 液 で 前 記 レ ジ ス ト を 選 択 的 に 溶 解 さ せ 、 前 記
レ ジ ス ト 上 の 前 記 有 機 材 料 層 を 前 記 レ ジ ス ト と と も に リ フ ト オ フ す る 工 程 と を 含 む こ と を
特 徴 と す る 有 機 材 料 層 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ フ ト オ フ 工 程 よ り 前 に 、 前 記 基 板 上 の す べ て の 前 記 レ ジ ス ト を 露 光 し て 、 こ の レ
ジ ス ト を 前 記 水 溶 液 に 可 溶 な 性 質 に 化 学 変 化 さ せ る 全 レ ジ ス ト 露 光 工 程 を さ ら に 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 溶 液 は 、 ア ル カ リ 性 水 溶 液 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 有 機
材 料 層 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 露 出 部 に は 、 酸 化 シ リ コ ン 、 ア ル ミ ナ お よ び 酸 化 窒 化 シ リ コ ン の う ち の 一 種 以 上 が
前 記 レ ジ ス ト か ら 露 出 し て お り 、
　 前 記 表 面 処 理 が 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 用 い た 表 面 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 露 出 部 に は 、 金 が 露 出 し て お り 、
　 前 記 表 面 処 理 が 、 チ オ ー ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 基 板 上 に 有 機 半 導 体 材 料 等 の 有 機 材 料 を 含 む 層 の パ タ ー ン を 形 成 す る 方 法
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 活 性 層 に 有 機 物 層 を 用 い た 有 機 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 で は 、 ガ ラ ス 基 板 や シ リ コ
ン 基 板 な ど の 基 板 上 に 有 機 材 料 の 薄 膜 が 形 成 さ れ る 。 こ の 薄 膜 の 形 成 に は 、 一 般 に 真 空 蒸
着 法 が 適 用 さ れ る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 真 空 チ ャ ン バ 内 に 蒸 着 源 が 配 置 さ れ 、 こ れ に 対 向 す る よ う に 薄 膜 を 形
成 す べ き 基 板 が 配 置 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 基 板 と 蒸 着 源 と の 間 に シ ャ ド ウ マ ス ク が 配 置 さ
れ る 。 シ ャ ド ウ マ ス ク に は 、 基 板 に 形 成 す べ き 薄 膜 の パ タ ー ン に 対 応 し た 微 細 な 開 口 が 形
成 さ れ て い る 。 蒸 着 源 に お い て 蒸 発 し 、 基 板 に 向 か っ て 飛 来 す る 材 料 分 子 は 、 シ ャ ド ウ マ
ス ク の 開 口 を 通 っ て 、 基 板 表 面 に 達 し て 付 着 し 、 有 機 材 料 の 薄 膜 の パ タ ー ン を 形 成 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ４ ０ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ３ ７ ２ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － ３ ７ １ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 シ ャ ド ウ マ ス ク を 用 い た 前 述 の 方 法 で は 、 極 微 細 な 有 機 材 料 層 の パ タ ー ン を 形
成 す る こ と が で き ず 、 数 μ ｍ オ ー ダ ー の パ タ ー ン が 微 細 化 の 限 界 で あ る 。 し た が っ て 、 有
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機 材 料 を 用 い た 素 子 の 微 細 化 お よ び 高 集 積 化 に は 、 必 ず し も 適 し た 方 法 で あ る と は 言 え な
い 。
　 一 方 、 有 機 材 料 層 の パ タ ー ニ ン グ の た め に 、 基 板 上 の レ ジ ス ト と と も に 不 要 な 膜 部 分 を
除 去 す る リ フ ト オ フ 法 を 適 用 す る こ と が 考 え ら れ る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 一 般 の リ フ ト オ フ 法 は 、 レ ジ ス ト を 溶 解 さ せ る 最 終 工 程 に お い て 、 有 機 溶 媒 を
使 用 す る 。 こ の 有 機 溶 媒 は 、 基 板 上 の 有 機 材 料 層 を 浸 食 し 、 そ の 電 気 的 特 性 を 損 な わ せ る
お そ れ が あ る 。 た と え 、 有 機 材 料 層 が 有 機 溶 媒 に 対 し て 難 溶 性 の も の で あ っ た と し て も 、
有 機 溶 媒 は 、 と く に 微 細 な パ タ ー ン の 有 機 材 料 層 の 電 気 特 性 に 無 視 で き な い 影 響 を 及 ぼ す
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 有 機 材 料 層 の 電 気 的 特 性 を 維 持 し な が ら 、 極 微 細 パ タ ー ン
（ 好 ま し く は 、 １ マ イ ク ロ メ ー タ ー 以 下 の サ ブ ミ ク ロ ン オ ー ダ ー の パ タ ー ン ） の 形 成 を 実
現 す る 有 機 材 料 層 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 基 板 上 に 有 機 材 料 層 の パ タ ー ン を
形 成 す る た め の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 で あ っ て 、 前 記 基 板 上 に 、 形 成 す べ き 有 機 材 料 層 パ タ
ー ン の 反 転 パ タ ー ン の レ ジ ス ト を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 基 板 表 面 に お い て 前 記 レ ジ ス ト か
ら 露 出 し た 露 出 部 に 対 し て 、 有 機 材 料 と の 密 着 性 を 強 化 す る た め の 表 面 処 理 を 施 す 工 程 と
、 前 記 レ ジ ス ト 上 お よ び 露 出 部 上 に 有 機 材 料 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 有 機 材 料 と レ ジ ス ト と
で 選 択 比 の あ る 水 溶 液 で 前 記 レ ジ ス ト を 選 択 的 に 溶 解 さ せ 、 前 記 レ ジ ス ト 上 の 前 記 有 機 材
料 層 を 前 記 レ ジ ス ト と と も に リ フ ト オ フ す る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 材 料 層 形
成 方 法 で あ る 。 「 基 板 」 は 、 表 面 に 絶 縁 膜 、 金 属 膜 そ の 他 の 膜 が 形 成 さ れ た 状 態 の も の で
あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 の 「 基 板 表 面 」 と は 、 膜 が 形 成 さ れ た 基 板 の 最 表 面 を い う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 有 機 材 料 と レ ジ ス ト と で 選 択 比 の あ る 水 溶 液 を 用 い て レ ジ ス ト を 選
択 的 に 溶 解 さ せ る こ と に よ っ て 、 有 機 材 料 層 の リ フ ト オ フ が 行 わ れ る 。 水 溶 液 に よ る 有 機
材 料 層 の 浸 食 は 、 無 視 で き る ほ ど 小 さ く 、 し た が っ て 、 有 機 材 料 層 を 極 微 細 パ タ ー ン （ た
と え ば 、 １ マ イ ク ロ メ ー タ ー 以 下 の サ ブ ミ ク ロ ン オ ー ダ ー の パ タ ー ン ） に パ タ ー ン 化 す る
場 合 で も 、 そ の 電 気 的 特 性 へ の 影 響 は 無 視 で き る 。 ま た 、 有 機 材 料 層 形 成 前 の 表 面 処 理 に
よ り 、 レ ジ ス ト か ら の 露 出 部 に お け る 基 板 と 有 機 材 料 層 と の 密 着 力 が 強 化 さ れ る の で 、 リ
フ ト オ フ 時 に 有 機 材 料 層 の 必 要 部 分 が 基 板 か ら 剥 離 し て し ま う こ と を 抑 制 で き る 。 こ の よ
う に し て 、 有 機 材 料 層 の 精 密 な パ タ ー ン を 基 板 上 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 リ フ ト オ フ 工 程 よ り 前 （ 好 ま し く は 、 有 機 材 料 層 形 成 工 程
の 前 ） に 、 前 記 基 板 上 の す べ て の 前 記 レ ジ ス ト を 露 光 し て 、 こ の レ ジ ス ト を 前 記 水 溶 液 に
可 溶 な 性 質 に 化 学 変 化 さ せ る 全 レ ジ ス ト 露 光 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 で あ る 。
　 こ の 方 法 で は 、 リ フ ト オ フ 工 程 前 に レ ジ ス ト の 全 面 露 光 が 行 わ れ る こ と に よ っ て 、 リ フ
ト オ フ 時 に 使 用 す る 水 溶 液 に 対 し て 、 有 機 材 料 層 と レ ジ ス ト と の 間 で 可 溶 ／ 不 溶 の 選 択 比
を 大 き く と る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 精 密 な 有 機 材 料 層 の パ タ ー ン を 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 基 板 上 に 複 数 種 類 の 有 機 材 料 層 を 形 成 す る よ う な 場 合 に 、 こ の 複 数 種 類 の 有 機 材
料 層 と レ ジ ス ト と の 選 択 比 を 確 保 す る こ と が 容 易 に な る 。 そ の た め 、 複 数 種 類 の 有 機 材 料
層 を 一 気 に リ フ ト オ フ し た り す る こ と が 可 能 と な る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 水 溶 液 は 、 ア ル カ リ 性 水 溶 液 （ 好 ま し く は 、 ア ル カ リ 現 像
液 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 有 機 材 料 層 形 成 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 一 般 に 、 レ ジ ス ト は 、 ア ル カ リ 水 溶 液 に 可 溶 で あ る よ う に 設 計 さ れ 、 露 光 後 の 現 像 工 程
で は 、 ア ル カ リ 現 像 液 が 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 し た が っ て 、 リ フ ト オ フ 工 程 に お い て ア
ル カ リ 水 溶 液 を 用 い る こ と に よ っ て 、 有 機 材 料 層 に 対 す る レ ジ ス ト の 選 択 比 を 大 き く と る
こ と が で き 、 精 密 な リ フ ト オ フ が 可 能 に な る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 露 出 部 に は 、 酸 化 シ リ コ ン 、 ア ル ミ ナ お よ び 酸 化 窒 化 シ リ
コ ン の う ち の 一 種 以 上 が 前 記 レ ジ ス ト か ら 露 出 し て お り 、 前 記 表 面 処 理 が 、 シ ラ ン カ ッ プ
リ ン グ 剤 を 用 い た 表 面 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の
有 機 材 料 層 形 成 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 酸 化 シ リ コ ン 、 ア ル ミ ナ お よ び 酸 化 窒 化 シ リ コ ン の う ち の 一 種 以 上
が レ ジ ス ト か ら 露 出 し て お り 、 こ れ ら の 物 質 が 露 出 し た 露 出 部 に 対 し て シ ラ ン カ ッ プ リ ン
グ 剤 を 用 い た 表 面 処 理 （ 密 着 強 化 処 理 ） が 施 さ れ る 。 こ の 表 面 処 理 の 後 に 有 機 材 料 層 を 形
成 す る と 、 こ の 有 機 材 料 層 は 当 該 露 出 部 に 強 固 に 密 着 す る こ と に な る 。 し た が っ て 、 そ の
後 の リ フ ト オ フ 工 程 に お い て 、 有 機 材 料 層 の 必 要 部 分 が 剥 離 さ れ る こ と を 効 果 的 に 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 例 と し て は 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ （ ヘ キ サ メ チ ル ジ シ ラ ザ ン ） お よ び
Ｏ Ｔ Ｓ （ オ ク タ デ シ ル ト リ ク ロ ロ シ ラ ン ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 露 出 部 に は 、 金 が 露 出 し て お り 、 前 記 表 面 処 理 が 、 チ オ ー
ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の
有 機 材 料 層 形 成 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 チ オ ー ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 に よ っ て 、 露 出 部 に お い て 露 出 し
て い る 金 部 分 に 対 し て そ の 後 に 形 成 さ れ る 有 機 材 料 層 が 強 固 に 密 着 す る 。 こ れ に よ り 、 そ
の 後 の リ フ ト オ フ 工 程 に お い て 、 金 部 分 の 表 面 の 有 機 材 料 層 が 剥 離 す る こ と を 抑 制 ま た は
防 止 で き る 。
　 た と え ば 、 前 記 露 出 部 か ら 、 酸 化 シ リ コ ン 、 ア ル ミ ナ お よ び 酸 化 窒 化 シ リ コ ン の う ち の
一 種 以 上 と と も に 、 金 が 露 出 し て い る 場 合 に は 、 前 記 表 面 処 理 は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤
を 用 い た 表 面 処 理 （ 密 着 強 化 処 理 ） と 、 チ オ ー ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 （ 密 着 強 化 処 理
） と の 両 方 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 で は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成 を
図 解 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 は 、 Ｆ Ｅ Ｔ （ 電 界 効 果 型 ト ラ ン ジ ス
タ ） と し て の 基 本 構 造 を 有 す る 素 子 で あ る 。 こ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 は 、 シ リ コ ン 基 板 の
表 層 部 に 高 濃 度 に Ｎ 型 不 純 物 を 導 入 し て 形 成 さ れ た 不 純 物 拡 散 層 か ら な る ゲ ー ト 電 極 １ と
、 こ の ゲ ー ト 電 極 １ 上 に 積 層 さ れ た 絶 縁 膜 と し て の 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ と 、 こ の 酸 化 シ リ コ
ン 膜 ２ 上 に 所 定 の 間 隔 （ た と え ば 、 １ ０ μ ｍ ） を 開 け て 形 成 さ れ た 一 対 の 電 極 ３ ， ４ と 、
こ の 一 対 の 電 極 ３ ， ４ に 接 す る よ う に 配 置 さ れ た 有 機 半 導 体 部 ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 対 の 電 極 ３ ， ４ の 一 方 は 有 機 半 導 体 部 ５ に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 ３ で あ り 、 他
方 は 有 機 半 導 体 部 ５ に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 ４ で あ る 。
　 有 機 半 導 体 部 ５ は 、 電 子 注 入 電 極 ３ か ら 注 入 さ れ る 電 子 と 正 孔 注 入 電 極 ４ か ら 注 入 さ れ
る 正 孔 と を 再 結 合 さ せ て 発 光 を 生 じ さ せ る 。 よ り 詳 細 に は 、 有 機 半 導 体 部 ５ は 、 電 子 注 入
電 極 ３ に 接 し て 形 成 さ れ た Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ （ Ｎ 型 有 機 材 料 層 ） と 、 正 孔 注 入 電 極
４ に 接 し て 形 成 さ れ た Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ （ Ｐ 型 有 機 材 料 層 ） と 、 こ れ ら の 間 に 介 在
さ れ た 有 機 発 光 材 料 層 ８ と を 有 し て い る 。 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ は 、 正 孔 注 入 電 極 ４ の
上 面 お よ び 電 子 注 入 電 極 ３ に 対 向 す る 側 面 を 覆 い 、 さ ら に 電 極 ３ ， ４ 間 の 酸 化 シ リ コ ン 膜
２ 上 を 電 子 注 入 電 極 ３ に 向 か っ て 延 び て 形 成 さ れ て い て 、 そ の 先 端 部 は 、 電 極 ３ ， ４ の 間
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の 電 極 間 領 域 １ ０ （ チ ャ ネ ル ） の 中 間 部 １ １ に 至 っ て い る 。 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 Ｐ 型 有
機 半 導 体 材 料 層 ７ を 覆 い 、 さ ら に 、 電 極 間 領 域 １ ０ の 中 間 部 １ １ よ り も 電 子 注 入 電 極 ３ 側
の 領 域 に お い て 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ に 接 し 、 そ の 先 端 は 電 子 注 入 電 極 ３ に 至 っ て い る 。 そ
し て 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ は 、 電 子 注 入 電 極 ３ の 上 面 お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ に 対 向 す
る 側 面 を 覆 い 、 さ ら に 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ を 覆 う よ う に 正 孔 注 入 電 極 ４ に 向 か っ て 延 び て
い る 。 し た が っ て 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ は 、 電 極 間 領
域 １ ０ に お い て 、 中 間 部 １ １ か ら 正 孔 注 入 電 極 ４ に 至 る 領 域 に Ｐ Ｎ 接 合 域 １ ２ を 有 し て い
る 。 な お 、 図 １ で は 、 電 子 注 入 電 極 ３ と 正 孔 注 入 電 極 ４ と の 間 の 中 点 位 置 を 中 間 部 １ １ と
し て 図 示 し て い る が 、 一 般 に 、 「 中 間 部 １ １ 」 と は 、 電 子 注 入 電 極 ３ と 正 孔 注 入 電 極 ４ と
の 間 の 中 点 位 置 を 中 心 と し 、 電 極 間 領 域 １ ０ の １ ／ ２ の 幅 の 範 囲 内 の い ず れ か の 位 置 を 指
す も の と す る 。 以 下 、 他 の 実 施 形 態 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ は 、 少 な く と も 中 間 部 １ １ 付 近 ま で 電 子 を 輸 送 す る こ と が で き
る 電 子 輸 送 層 と し て 機 能 す る 。 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ は 、 少 な く と も 中 間 部 １ １ 付 近 ま
で 正 孔 を 輸 送 す る こ と が で き る 正 孔 輸 送 層 と し て 機 能 す る 。 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 Ｎ 型 有
機 半 導 体 材 料 層 ６ か ら 電 子 の 供 給 を 受 け 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ か ら 正 孔 の 供 給 を 受 け
て 、 こ れ ら を 再 結 合 さ せ て 発 光 を 生 じ さ せ る 。 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 キ ャ リ ヤ 輸 送 能 力 を
有 し て い る 必 要 は な い が 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ よ り も
発 光 量 子 効 率 の 高 い 有 機 半 導 体 材 料 か ら な る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ゲ ー ト 電 極 １ は 、 少 な く と も 電 極 間 領 域 １ ０ に お い て 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ を 介 し て 有 機
半 導 体 部 ５ に 対 向 す る よ う に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 発 光 動 作 時 に は 、 た と え ば 、 ゲ ー
ト 電 極 １ に 対 し て ゲ ー ト 制 御 回 路 １ ５ か ら 負 の ゲ ー ト 制 御 電 圧 Ｖ ｇ が 印 加 さ れ 、 電 極 ３ ，
４ 間 に は 、 バ イ ア ス 印 加 回 路 １ ６ か ら 、 正 孔 注 入 電 極 ４ 側 が 正 と な る バ イ ア ス 電 圧 Ｖ ｄ が
印 加 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 電 子 注 入 電 極 ３ か ら Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ に 電 子 が 注 入 さ れ
、 正 孔 注 入 電 極 ４ か ら Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ に 正 孔 が 注 入 さ れ る 。 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料
層 ６ 内 で は 正 孔 注 入 電 極 ４ 側 に 向 か っ て 電 子 が 輸 送 さ れ 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ 内 で は
電 子 注 入 電 極 ３ に 向 か っ て 正 孔 が 輸 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の と き 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ は 、 電 極 間 領 域 １ ０ の 中 間 部 １ １ ま で し か 形 成 さ れ
て い な い た め 、 そ の 電 子 注 入 電 極 ３ 側 の 先 端 縁 ７ ａ に お い て 、 正 孔 が 堰 き 止 め ら れ て 蓄 積
さ れ る 。 そ の た め 、 中 間 部 １ １ 付 近 に お い て 、 有 機 半 導 体 発 光 層 ７ 内 で の 正 孔 お よ び 電 子
の 再 結 合 が 集 中 的 に 生 じ 、 効 率 的 な 発 光 が 生 じ る 。 す な わ ち 、 Ｐ Ｎ 接 合 域 １ ２ の う ち 、 中
間 部 １ １ の 近 傍 の 部 分 が 、 発 光 に 実 質 的 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ に よ っ て 電 極 間 領 域 １ ０
（ チ ャ ネ ル ） の 中 間 部 １ １ ま で 電 子 を 輸 送 し 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ に よ っ て 電 極 間 領
域 １ ０ の 中 間 部 １ １ ま で 正 孔 を 輸 送 し て 、 こ れ ら を 中 間 部 １ １ 付 近 の 有 機 発 光 材 料 層 ８ 内
で 再 結 合 さ せ る 構 成 と し て い る 。 し た が っ て 、 電 子 お よ び 正 孔 を い ず れ も 効 率 的 に 輸 送 す
る こ と が で き 、 か つ 、 そ れ ら を 高 効 率 で 再 結 合 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 Ｎ 型 有 機 半
導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ の 材 料 を 適 切 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、 容 易
に 、 キ ャ リ ヤ の 注 入 バ ラ ン ス を 適 正 化 す る こ と が で き る 。 そ の う え 、 必 要 に 応 じ て 、 電 子
注 入 電 極 ３ の 材 料 と し て Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ に 対 す る 電 子 注 入 効 率 の 高 い も の を 選 択
し 、 正 孔 注 入 電 極 ４ の 材 料 と し て Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ に 対 す る 正 孔 注 入 効 率 の 高 い も
の を 選 択 す る が で き 、 こ の よ う な 材 料 の 選 択 に 困 難 を 伴 う こ と も な い 。 そ の た め 、 全 体 と
し て 、 極 め て 効 率 の 高 い 発 光 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 子 注 入 電 極 ３ お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ は 、 た と え ば 、 い ず れ も Ａ ｕ 電 極 で 構 成 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ は 、 た と え ば Ｃ 6 － Ｎ Ｔ Ｃ 層 （ た と え ば 、 層 厚
５ ０ ｎ ｍ で 構 成 す る こ と が で き る 他 、 次 の よ う な Ｎ 型 有 機 材 料 の な か か ら 任 意 に 選 択 し た
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も の を 構 成 材 料 と し て 用 い る こ と が で き る 。
　 NTCDI、 C 6 -NTC、 C 8 -NTC、 F 1 5 -octyl-NTC、 F 3 -MeBn-NTC等 の NTCDI系 材 料 。 PTCDI、 C 6 -PT
C、 C 8 -PTC、 C 1 2 -PTC、 C 1 3 -PTC、 Bu-PTC、 F 7 Bu-PTC、 Ph-PTC、 F 5 Ph-PTC等 の PTCDI系 材 料 。
そ の 他 、 TCNQ、 C 6 0 フ ラ ー レ ン 、 F 1 6 -CuPc、 F 1 4 -Pentacene等 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ は 、 た と え ば 、 ペ ン タ セ ン 層 （ た と え ば 、 層 厚 ５ ０ ｎ
ｍ ） で 構 成 す る こ と が で き る 他 、 次 の よ う な Ｐ 型 有 機 材 料 の な か か ら 任 意 に 選 択 し た も の
を 構 成 材 料 と し て 用 い る こ と が で き る 。
　 Pentacene、 Tetracene、 Anthracene 等 の ア セ ン 系 材 料 。 Copper Phthalocyanine等 の フ
タ ロ シ ア ニ ン 系 材 料 。 α -sexithiophene、 α ， ω -Dihexyl-sexithiophene、 dihexyl-anth
radithiophene、 Bis(dithienothiophene)、 α ， ω -Dihexyl-quinquethiophene等 の オ リ ゴ
チ オ フ ェ ン 材 料 。 poly(3-hexylthiophene)、 poly(3-butylthiophene)等 の ポ リ チ オ フ ェ ン
材 料 。 そ の 他 、 oligophenylene、 oligophenylenevinylene、 TPD、 α -NPD、 m-MTDATA、 TPA
C、 TCTA 等 の 低 分 子 材 料 や 、 poly(phenylenevinylene)、 poly(thienylenevinylene)、 pol
yacetylene、 poly(vinylcarbazole)等 の 高 分 子 材 料 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７
よ り も 発 光 量 子 効 率 の 高 い 有 機 半 導 体 材 料 か ら な る 層 を い う 。 よ り 具 体 的 に は 、 Ｎ 型 有 機
半 導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ よ り も 、 HOMO-LUMOギ ャ ッ プ が 狭 く 、 電 荷
を 閉 じ 込 め る こ と が で き る 電 気 的 特 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 層 を い う 。 た と え ば 、 Ｔ Ｐ Ｄ
膜 （ た と え ば 、 膜 厚 １ ５ ｎ ｍ ） お よ び Ａ ｌ ｑ 3 膜 （ Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ 側 に 配 置 さ れ
る 電 子 注 入 材 料 層 。 た と え ば 膜 厚 １ ５ ｎ ｍ ） を 積 層 し た 積 層 構 造 膜 で 構 成 す る こ と が で き
る 。 よ り 一 般 的 に は 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 た と え ば 、 Tris(8-hydroxyquinolinato)alum
inum(III) (Alq 3 )な ど 蛍 光 を 示 す 金 属 錯 体 系 材 料 膜 、 こ の よ う な 金 属 錯 体 系 材 料 に DCM2、
Rubrene、 Coumaline、 Peryleneな ど の 他 の 蛍 光 色 素 を ド ー プ し た 膜 、 お よ び 4,4'-Bis(car
bazol-9-yl)biphenyl (CBP)に fac-tris(2-phenypyridine) iridium (Ir(ppy)3 )な ど の り
ん 光 発 光 色 素 を ド ー プ し た 膜 の う ち 、 少 な く と も 一 つ を 含 む 単 層 ま た は 複 合 層 （ 複 数 層 の
積 層 膜 ） と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と の 間 に 介 在 さ れ た 正 孔 輸 送 材
料 層 を 有 し て い て も よ く 、 ま た 、 正 孔 輸 送 材 料 と 発 光 性 材 料 と を 混 合 成 膜 し た 構 造 と し た
り し て も よ い 。 こ の よ う な 構 造 と す れ ば 、 発 光 領 域 に 供 給 さ れ る キ ャ リ ヤ の 量 を 調 整 し た
り 、 発 光 領 域 を 電 荷 が リ ッ チ な Ｐ 型 材 料 お よ び Ｎ 型 材 料 か ら 離 し て 電 荷 に よ る 発 光 減 衰 を
防 止 し た り す る こ と が で き る 。 正 孔 輸 送 材 料 と し て は 、 a-NPD、 TPDを 始 め と す る ジ ア ミ ン
系 材 料 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 同 様 の 目 的 で 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ （ m-TDATAな ど ） と の 間
に 介 在 さ れ た 電 子 輸 送 層 を 有 し て い て も よ く 、 ま た 、 電 子 輸 送 材 料 と 発 光 性 材 料 と を 混 合
成 膜 し た 構 造 と し た り し て も よ い 。 電 子 輸 送 材 料 と し て は 、 PBDを 初 め と す る オ キ サ ジ ア
ゾ ー ル 系 材 料 や 、 TAZを 初 め と す る ト リ ア ゾ ー ル 系 材 料 、 4,7-Diphenyl-1,10-phenanthrol
ine (Bathophenanthroline)な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ か ら 有 機 発 光 材 料 層 ８ へ の 正 孔 の 注 入 を 容 易 に す る た
め に 、 両 者 の 間 に 、 正 孔 注 入 層 と し て 、 Copper Phthalocyanine、 m-MTDATAな ど の 層 （ た
と え ば 、 層 厚 は １ ｎ ｍ 以 下 ） を 介 装 し て も よ い 。 さ ら に 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ か ら 有
機 発 光 材 料 層 ８ へ の 電 子 の 注 入 を 容 易 に す る た め に 、 両 者 間 に 、 電 子 注 入 層 を 介 装 す る 構
造 と し て も よ い 。 電 子 注 入 層 と し て は 、 Alq 3 や Bathophenanthrolineな ど の 電 子 輸 送 性 有
機 半 導 体 に リ チ ウ ム (Li)、 セ シ ウ ム (Cs)な ど の ア ル カ リ 金 属 を ド ー プ し た 層 、 フ ッ 化 リ チ
ウ ム (LiF)を 始 め と す る ア ル カ リ 金 属 ・ ア ル カ リ 土 類 金 属 フ ッ 化 物 、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム (Ge
O 2 )、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム (Al 2 O 3 )な ど の 層 を 例 示 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 子 注 入 電 極 ３ お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ は 、 た と え ば 、 基 部 と 、 こ の 基 部 か ら 延 び 出 た 互
い に 平 行 な 複 数 の 線 状 部 と を 含 む 櫛 形 電 極 で あ っ て も よ い 。 そ し て 、 い ず れ も 櫛 形 電 極 と
し て 形 成 さ れ た 電 子 注 入 電 極 ３ お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ の 線 状 部 が 、 微 小 な ギ ャ ッ プ （ た と
え ば １ ０ μ ｍ 程 度 ） を 開 け て 噛 み 合 う よ う に 基 板 上 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
　 図 ２ は 、 図 １ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 動 作 特 性 例 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 横 軸 に 電 極 間 バ
イ ア ス 電 圧 Ｖ ｄ （ ボ ル ト ） が と ら れ 、 縦 軸 に は 発 光 強 度 （ 任 意 単 位 ） が と ら れ て い て 、 種
々 の ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ （ ボ ル ト ） に 関 し て 特 性 を 測 定 し た 結 果 が 示 さ れ て い る 。 こ の 図 ２ か
ら 、 ゲ ー ト 電 圧 Ｖ ｇ に 応 じ て 発 光 強 度 の 変 調 が 可 能 で あ り 、 適 切 に 電 圧 値 を 選 択 す れ ば 、
発 光 の オ ン ／ オ フ の 制 御 が 可 能 で あ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ Ａ ～ ３ Ｆ は 、 前 記 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な 断 面 図 で
あ る 。 ま ず 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 表 面 に 高 濃 度 に Ｎ 型 不 純 物 を 導 入 し て 不 純 物 拡 散 層 か
ら な る ゲ ー ト 電 極 １ が 形 成 さ れ た シ リ コ ン 基 板 上 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ が 形 成 さ れ 、 こ の
酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に 所 定 パ タ ー ン の 電 子 注 入 電 極 ３ お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ が 間 隔 を 開 け
て 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 電 子 注 入 電 極 ３ か ら 正 孔 注 入 電 極 ４ に 至 る 領 域 に フ
ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ が 塗 布 さ れ る 。 こ の 状 態 の 基 板 の 上 方 に フ ォ ト マ ス ク ２ １ が 配 置 さ れ 、
フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ が 選 択 的 に 露 光 さ れ る 。 す な わ ち 、 フ ォ ト マ ス ク ２ １ に は 、 Ｐ 型 有 機
半 導 体 材 料 層 ７ に 対 応 す る 形 状 の 開 口 ２ １ ａ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 開 口 ２ １ ａ に 対 応 す
る 領 域 の フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ が 選 択 的 に 紫 外 線 露 光 さ れ る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ は 、 紫 外
線 露 光 を 受 け る こ と に よ り 、 ア ル カ リ 現 像 液 に 対 し て 可 溶 な 性 質 に 化 学 変 化 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 を 用 い て フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ を 現 像 す る こ
と に よ り 、 正 孔 注 入 電 極 ４ が 露 出 さ せ ら れ る 。 こ の と き 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ は 、 Ｐ 型 有
機 半 導 体 材 料 層 ７ の パ タ ー ン を 反 転 し た パ タ ー ン （ 反 転 パ タ ー ン ） に 現 像 さ れ る こ と に な
る 。 こ の 後 、 さ ら に 、 次 に 形 成 さ れ る Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ と の 密
着 力 を 強 化 す る た め の 表 面 処 理 と し て 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ （ ヘ キ サ メ チ ル ジ シ ラ ザ ン （ シ ラ ン カ ッ
プ リ ン グ 剤 ） ： 密 着 性 向 上 塗 布 剤 ） 処 理 が 行 わ れ 、 さ ら に 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と 正
孔 注 入 電 極 ４ （ た と え ば Ａ ｕ か ら な る も の ） と の 密 着 力 を 強 化 す る た め に 、 チ オ ー ル （ Th
iol） 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 後 、 図 ３ Ｃ に 示 す よ う に 、 全 面 が 紫 外 線 露 光 さ れ 、 基 板 上 の す べ て の フ ォ ト レ ジ ス
ト ２ ０ が 紫 外 線 に よ っ て 露 光 さ れ る 。
　 次 い で 、 図 ３ Ｄ に 示 す よ う に 、 全 面 に Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ が 蒸 着 さ れ 、 さ ら に 、 図
３ Ｅ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 を 用 い て 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ が 溶 解 さ せ ら れ る 。 こ
れ に よ り 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ の 不 要 部 分 が リ フ ト オ フ さ れ る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０
は 、 図 ３ Ｃ の 工 程 に お い て 予 め 紫 外 線 に 露 光 さ れ て い る た め 、 ア ル カ リ 現 像 液 に 容 易 に 溶
解 す る 。 ま た 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ の 形 成 前 に Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ 処 理 お よ び チ オ ー ル 化 合 物 に
よ る 表 面 処 理 を 行 っ て い る た め 、 リ フ ト オ フ 時 に も Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と 酸 化 シ リ コ
ン 膜 ２ お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ と の 結 合 が 強 固 に 保 持 さ れ る 。 こ う し て 、 正 孔 注 入 電 極 ４ か
ら 電 極 間 領 域 １ ０ の 中 間 部 １ １ に 至 る 領 域 に Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ を 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 後 は 、 図 ３ Ｆ に 示 す よ う に 、 全 面 に 有 機 発 光 材 料 層 ８ お よ び Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層
６ が 順 に 蒸 着 さ れ て 、 有 機 半 導 体 発 光 素 子 が 完 成 す る 。
　 図 ３ Ｆ の 構 成 で は 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ が 電 子 注 入 電 極 ３ と Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ と の
間 に 介 在 し て い る が 、 電 子 は 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ を 通 り 抜 け て 、 電 子 注 入 電 極 ３ か ら Ｎ 型
有 機 半 導 体 材 料 層 ６ へ と 注 入 さ れ る の で 、 動 作 上 の 問 題 は な い 。 む ろ ん 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ を 電 子 注 入 電 極 ３ の 上 面 に は 形 成 し な い よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成
を 説 明 す る た め の 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ４ に お い て 前 述 の 図 １ に 示 さ れ た 各 部 に
対 応 す る 部 分 に は 、 図 １ の 場 合 と 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 示 す 。
　 こ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 で は 、 有 機 発 光 材 料 層 が 設 け ら れ て お ら ず 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材
料 層 ７ と Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ と が 、 電 極 間 領 域 １ ０ の 中 間 部 １ １ で 直 接 接 合 し て 、 Ｐ
Ｎ 接 合 域 １ ２ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ は 、 前 記 中 間 部 １ １ に そ の
先 端 縁 が 位 置 し て い て 、 正 孔 注 入 電 極 ４ に ま で は 及 ん で い な い 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態
で は 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ と Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と は 、 上 下 に 積 層 さ れ た 積 層 箇
所 を 実 質 的 に 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 正 孔 注 入 電 極 ４ に よ っ て Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ に 注 入 さ れ た 正 孔 は
、 中 間 部 １ １ 付 近 の 先 端 縁 に 蓄 積 さ れ 、 電 子 注 入 電 極 ３ に よ っ て Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６
に 注 入 さ れ た 電 子 は 中 間 部 １ １ 付 近 の 先 端 縁 に 蓄 積 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｐ Ｎ 接 合 域 １ ２
に お け る 正 孔 お よ び 電 子 の 再 結 合 に よ り 、 高 効 率 な 発 光 が 可 能 に な る 。
　 図 ５ Ａ ～ ５ Ｈ は 、 図 ４ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な 断 面 図
で あ る 。 図 ５ Ａ ～ ５ Ｄ の 工 程 は 、 図 ３ Ａ ～ ３ Ｅ の 工 程 と 同 様 で あ る 。 そ の 後 、 図 ５ Ｅ に 示
す よ う に 、 全 面 に フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ が 塗 布 さ れ 、 フ ォ ト マ ス ク ２ ４ を マ ス ク と し て 紫 外
線 露 光 が 行 わ れ る 。 フ ォ ト マ ス ク ２ ４ に は 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ に 対 応 す る 領 域 に 開
口 ２ ４ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 開 口 ２ ４ ａ に 対 応 す る 領 域 が 紫 外 線 露 光 を 受 け る こ と に
な る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ は 、 紫 外 線 露 光 を 受 け る こ と に よ っ て 、 ア ル カ リ 現 像 液 に 可 溶
な 性 質 に 化 学 変 化 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 ５ Ｆ に 示 す よ う に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ が ア ル カ リ 現 像 液 に よ っ て 現 像 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 電 子 注 入 電 極 ３ か ら 中 間 部 １ １ に 至 る 領 域 の フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ が 剥 離 さ
れ 、 電 子 注 入 電 極 ３ お よ び 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ の 電 子 注 入 電 極 ３ 側 の 領 域 が 露 出 す る 。 こ の
と き 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ は 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ の パ タ ー ン の 反 転 パ タ ー ン に 現 像
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 現 像 の 後 に は 、 次 に 形 成 さ れ る Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ と 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ と の 密
着 力 を 強 化 す る た め の 表 面 処 理 と し て 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ を 用 い た 密 着 強 化 処 理 が 行 わ れ 、 さ ら に
、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ と 電 子 注 入 電 極 ３ （ た と え ば Ａ ｕ か ら な る も の ） と の 密 着 力 を
強 化 す る た め に 、 チ オ ー ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 後 、 全 面 が 紫 外 線 露
光 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ 全 体 が 紫 外 線 に 露 光 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 い で 、 図 ５ Ｇ に 示 す よ う に 、 全 面 に Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ が 蒸 着 さ せ ら れ 、 そ の 後
、 図 ５ Ｈ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 を 用 い て フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ が 溶 解 さ せ ら れ る 。
こ れ に よ り 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ の 不 要 部 分 が リ フ ト オ フ さ れ 、 図 ４ の 構 成 の 有 機 半
導 体 発 光 素 子 が 得 ら れ る 。 こ の リ フ ト オ フ 工 程 で は 、 基 板 上 に Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ お
よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ の ２ 種 類 の 有 機 半 導 体 材 料 層 が 形 成 さ れ て い る が 、 前 述 の 全
面 紫 外 線 露 光 工 程 を 経 て い る た め 、 当 該 ２ 種 類 の 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ ， ７ の い ず れ に 対 し
て も 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ の 選 択 比 を 大 き く と る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 有 機 半 導 体
材 料 層 ６ ， ７ に 実 質 的 な 損 傷 を 与 え る こ と な く 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ を 溶 解 さ せ て 、 Ｎ 型
有 機 半 導 体 材 料 層 ６ を リ フ ト オ フ で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成 を
示 す 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ６ に お い て 、 前 述 の 図 １ に 示 さ れ た 各 部 に 対 応 す る 部
分 に は 、 図 １ の 場 合 と 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 示 す 。
　 こ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 で は 、 電 極 間 領 域 １ ０ を 二 分 す る よ う に 、 そ の 中 間 部 １ １ に 、
酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ に 接 す る 有 機 発 光 材 料 層 ８ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 有 機 発 光 材
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料 層 ８ の 両 側 に 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ お よ び Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ の 積 層 構 造 膜 が
形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 正 孔 注 入 電 極 ４ お よ び 電 子 注 入 電 極 ３ の い ず れ に も Ｐ 型 有
機 半 導 体 材 料 層 ７ が 接 し て い る 。 ま た 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ の 近 傍 の 領 域 が 、 正 孔 注 入 電 極
４ 側 の Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と 電 子 注 入 電 極 ３ 側 の Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ と の 間 の Ｐ
Ｎ 接 合 域 １ ２ と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 有 機 発 光 材 料 層 ８ は 、 キ ャ リ ヤ 移 動 度 は 低 い が 、 発 光 量 子 効 率 の 高 い 材 料 で あ る 。 そ の
た め 、 正 孔 注 入 電 極 ４ か ら 、 こ れ に 接 す る Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ に 注 入 さ れ た 正 孔 は 、
有 機 発 光 材 料 層 ８ で 堰 き 止 め ら れ 、 そ の 先 端 縁 に 蓄 積 さ れ る 。 一 方 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料
層 ６ に は 、 電 子 注 入 電 極 ３ 側 の Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ を 通 り 抜 け て 電 子 が 注 入 さ れ る 。
こ の 電 子 は 、 正 孔 注 入 電 極 ４ 側 へ と 向 か う が 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ で 堰 き 止 め ら れ 、 そ の 先
端 縁 に 蓄 積 さ れ る 。 こ う し て 、 有 機 発 光 材 料 層 ８ を 挟 ん で 、 正 孔 注 入 電 極 ４ 側 に は 正 孔 が
豊 富 に 蓄 え ら れ 、 電 子 注 入 電 極 ３ 側 に は 電 子 が 豊 富 に 蓄 え ら れ る 。 こ れ ら が 、 発 光 量 子 効
率 の 高 い 有 機 発 光 材 料 層 ８ で 再 結 合 す る こ と に よ り 、 高 効 率 な 発 光 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ Ａ ～ ７ Ｅ は 、 図 ６ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な 断 面 図
で あ る 。 ま ず 、 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 、 表 面 に 高 濃 度 に Ｎ 型 不 純 物 を 導 入 し て 不 純 物 拡 散 層
か ら な る ゲ ー ト 電 極 １ が 形 成 さ れ た シ リ コ ン 基 板 上 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ が 形 成 さ れ 、 こ
の 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に 所 定 パ タ ー ン の 電 子 注 入 電 極 ３ お よ び 正 孔 注 入 電 極 ４ が 間 隔 を 開
け て 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 電 子 注 入 電 極 ３ か ら 正 孔 注 入 電 極 ４ に 至 る 領 域 に
フ ォ ト レ ジ ス ト ３ ３ が 塗 布 さ れ る 。 こ の 状 態 の 基 板 の 上 方 に フ ォ ト マ ス ク ３ ４ が 配 置 さ れ
、 フ ォ ト レ ジ ス ト ３ ３ が 選 択 的 に 露 光 さ れ る 。 す な わ ち 、 フ ォ ト マ ス ク ３ ４ に は 、 Ｐ 型 有
機 半 導 体 材 料 層 ７ に 対 応 す る 形 状 の 開 口 ３ ４ ａ お よ び Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ に 対 応 す る
開 口 ３ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い て 、 こ れ ら の 開 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ に 対 応 す る 領 域 の フ ォ ト レ ジ
ス ト ３ ３ が 選 択 的 に 紫 外 線 露 光 さ れ る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト ３ ３ は 、 紫 外 線 で 露 光 さ れ る こ と
に よ っ て 、 ア ル カ リ 現 像 液 に 可 溶 な 性 質 に 化 学 変 化 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 で フ ォ ト レ ジ ス ト ３ ３ を 現 像 す る こ と に よ
り 、 正 孔 注 入 電 極 ４ お よ び 電 子 注 入 電 極 ３ が 露 出 さ せ ら れ る 。 こ の と き 、 電 極 間 領 域 １ ０
の 中 間 部 １ １ に 、 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ の 積 層 構 造 膜 の
反 転 パ タ ー ン に 対 応 し た フ ォ ト レ ジ ス ト ３ ３ が 残 り 、 そ の 両 側 で は 、 電 子 注 入 電 極 ３ お よ
び 正 孔 注 入 電 極 ４ と の 間 の 領 域 に お い て 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ が 露 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 後 、 さ ら に 、 次 に 形 成 さ れ る Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ と 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ と の 密 着
力 を 強 化 す る た め の 表 面 処 理 と し て 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ 処 理 が 行 わ れ 、 さ ら に 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材
料 層 ７ と 正 孔 注 入 電 極 ４ お よ び 電 子 注 入 電 極 ３ （ た と え ば 、 い ず れ も Ａ ｕ か ら な る も の ）
と の 密 着 力 を 強 化 す る た め に 、 チ オ ー ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 が 行 わ れ る 。 そ の 後 に は
、 全 面 が 紫 外 線 露 光 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 い で 、 図 ７ Ｃ に 示 す よ う に 、 全 面 に Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ お よ び Ｎ 型 有 機 半 導 体 材
料 層 ６ が 順 に 積 層 形 成 さ れ 、 さ ら に 、 図 ７ Ｄ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 を 用 い て 、 フ
ォ ト レ ジ ス ト ３ ３ が 溶 解 さ せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７ お よ び Ｎ 型 有
機 半 導 体 材 料 層 ６ の 不 要 部 分 が リ フ ト オ フ さ れ る 。 こ う し て 、 電 極 間 領 域 １ ０ の 中 間 部 １
１ に ギ ャ ッ プ ３ ５ を 有 す る 積 層 構 造 膜 （ 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ ， ７ を 積 層 し た 膜 ） が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 リ フ ト オ フ 工 程 で は 、 基 板 上 に Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ お よ び Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層 ７
の ２ 種 類 の 有 機 半 導 体 材 料 層 が 形 成 さ れ て い る が 、 前 述 の 全 面 紫 外 線 露 光 工 程 を 経 て い る
た め 、 当 該 ２ 種 類 の 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ ， ７ の い ず れ に 対 し て も 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ の
選 択 比 を 大 き く と る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ ， ７ に 実 質 的 な 損 傷
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を 与 え る こ と な く 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ３ を 溶 解 さ せ て 、 ２ 種 類 の 有 機 半 導 体 材 料 層 ６ ， ７
を 一 括 し て リ フ ト オ フ で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 後 は 、 図 ７ Ｅ に 示 す よ う に 、 全 面 に 有 機 発 光 材 料 層 ８ を 蒸 着 す る と 、 ギ ャ ッ プ ３ ５
内 に 有 機 発 光 材 料 層 ８ が 入 り 込 み 、 図 ６ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 と 同 等 の 構 成 が 得 ら れ る 。
　 図 ８ は 、 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 図 解
的 な 断 面 図 で あ る 。 こ の 有 機 半 導 体 集 積 回 路 素 子 は 、 基 板 ４ ０ （ た と え ば 、 ガ ラ ス 基 板 ま
た は シ リ コ ン 基 板 ） 上 に 複 数 の 有 機 半 導 体 ト ラ ン ジ ス タ ４ １ を 形 成 し て 構 成 さ れ て い る 。
個 々 の 有 機 半 導 体 ト ラ ン ジ ス タ ４ １ は 、 基 板 ４ ０ 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 ４ ２ と 、 こ の
ゲ ー ト 電 極 ４ ２ に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ３ （ た と え ば 酸 化 シ リ コ ン か ら な る も の ） を 介 し て 対 向
配 置 さ れ た 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ と 、 こ の 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ に 接 す る 一 対 の 電 極 ４ ６
， ４ ７ （ ソ ー ス 電 極 お よ び ド レ イ ン 電 極 ） と を 備 え て い る 。 電 極 ４ ６ ， ４ ７ は 、 有 機 半 導
体 材 料 層 ４ ５ に お い て ゲ ー ト 電 極 ４ ２ に 対 向 し て い る 所 定 の チ ャ ネ ル 領 域 ４ ８ を 挟 ん で 離
隔 対 向 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 個 々 の 有 機 半 導 体 ト ラ ン ジ ス タ ４ １ を 電 気 的 に 分 離 す る 素 子 分 離 の 目 的 で 、 隣 り 合 う 有
機 半 導 体 ト ラ ン ジ ス タ ４ １ の 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ は 、 互 い に 間 隔 Ｄ を 開 け て 分 離 さ れ て
い る 。 こ の 間 隔 Ｄ は 、 た と え ば 、 １ マ イ ク ロ メ ー ト ル の オ ー ダ ー で あ り 、 こ れ に よ り 、 サ
ブ ミ ク ロ ン ル ー ル の 有 機 半 導 体 集 積 回 路 素 子 が 構 成 さ れ て い る 。
　 図 ９ Ａ ～ ９ Ｅ は 、 図 ８ の 有 機 半 導 体 集 積 回 路 素 子 に お け る 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ の 形 成
工 程 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。 ま ず 、 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト 電 極 ４ ２
、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ３ お よ び 電 極 ４ ６ ， ４ ７ が 形 成 さ れ た 基 板 ４ ０ の 表 面 （ 正 確 に は 、 ゲ ー
ト 絶 縁 膜 ４ ３ お よ び 電 極 ４ ６ ， ４ ７ の 表 面 ） の 全 面 に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ が 塗 布 さ れ る
。 こ の 状 態 の 基 板 ４ ０ の 上 方 に フ ォ ト マ ス ク ５ １ が 配 置 さ れ 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ が 選 択
的 に 露 光 さ れ る 。 す な わ ち 、 フ ォ ト マ ス ク ５ １ に は 、 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ に 対 応 す る 形
状 の 開 口 ５ １ ａ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 開 口 ５ １ ａ に 対 応 す る 領 域 の フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０
が 選 択 的 に 紫 外 線 露 光 さ れ る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ は 、 紫 外 線 露 光 を 受 け る こ と に よ り 、
ア ル カ リ 現 像 液 に 対 し て 可 溶 な 性 質 に 化 学 変 化 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 を 用 い て フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ を 現 像 す る こ
と に よ り 、 電 極 ４ ６ ， ４ ７ の 各 一 部 が 露 出 さ せ ら れ る 。 こ の と き 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ は
、 形 成 す べ き 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ の パ タ ー ン を 反 転 し た パ タ ー ン （ 反 転 パ タ ー ン ） に 現
像 さ れ る こ と に な る 。 こ の 後 、 さ ら に 、 次 に 形 成 さ れ る 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ と ゲ ー ト 絶
縁 膜 ４ ３ と の 密 着 力 を 強 化 す る た め の 表 面 処 理 と し て 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ 処 理 が 行 わ れ 、 さ ら に 、
有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ と 電 極 ４ ６ ， ４ ７ （ た と え ば Ａ ｕ か ら な る も の ） と の 密 着 力 を 強 化
す る た め に 、 チ オ ー ル 化 合 物 を 用 い た 表 面 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 後 、 図 ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 全 面 が 紫 外 線 露 光 さ れ 、 基 板 ４ ０ 上 の す べ て の フ ォ ト レ
ジ ス ト ５ ０ が 紫 外 線 に よ っ て 露 光 さ れ る 。
　 次 い で 、 図 ９ Ｄ に 示 す よ う に 、 全 面 に 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ が 蒸 着 さ れ 、 さ ら に 、 図 ９
Ｅ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 現 像 液 を 用 い て 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ が 溶 解 さ せ ら れ る 。 こ れ
に よ り 、 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ の 不 要 部 分 が リ フ ト オ フ さ れ る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト ５ ０ は 、
図 ９ Ｃ の 工 程 に お い て 予 め 紫 外 線 に 露 光 さ れ て い る た め 、 ア ル カ リ 現 像 液 に 容 易 に 溶 解 し
、 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ に 対 し て 高 い 選 択 比 で 除 去 さ れ る 。 ま た 、 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５
の 形 成 前 に Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ 処 理 お よ び チ オ ー ル 化 合 物 に よ る 表 面 処 理 を 行 っ て い る た め 、 リ フ ト
オ フ 時 に も 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ と ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ３ お よ び 電 極 ４ ６ ， ４ ７ と の 結 合 が 強
固 に 保 持 さ れ る 。 こ う し て 、 個 々 の 有 機 半 導 体 ト ラ ン ジ ス タ ４ １ の 電 極 ４ ６ ， ４ ７ 間 に 渡
る 領 域 に 、 こ れ ら の 電 極 ４ ６ ， ４ ７ に 接 す る 有 機 半 導 体 材 料 層 ４ ５ を 形 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 図 １ ０ Ａ お よ び 図 １ ０ Ｂ な ら び に 図 １ １ Ａ お よ び 図 １ １ Ｂ は 、 こ の 発 明 の 第 ５ の 実 施 形
態 に 係 る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ Ａ に 示 す よ う に 基 板 ６ ０ 上
に 断 面 が ほ ぼ 矩 形 の レ ジ ス ト 膜 ６ １ の パ タ ー ン を 形 成 し 、 そ の 上 に 有 機 材 料 層 ６ ２ を 堆 積
し て リ フ ト オ フ を 行 う と 、 図 １ ０ Ｂ に 示 す よ う に 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 有 機 材 料 層 ６ ２ の エ
ッ ジ 部 に 突 起 ６ ３ が 形 成 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ れ が 問 題 と な る 場 合 に は 、 図 １ １ Ａ に 示 す
よ う に 、 レ ジ ス ト 膜 ６ １ を 断 面 が ほ ぼ 逆 台 形 形 状 と な る よ う に 形 成 す る と 好 ま し い 。 こ れ
に よ り 、 図 １ １ Ｂ に 示 す よ う に 、 リ フ ト オ フ 後 の 有 機 材 料 層 ６ ２ は 、 エ ッ ジ 部 に 突 起 の な
い 良 好 な 断 面 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 逆 台 形 断 面 の レ ジ ス ト 膜 ６ １ の 形 成 に は 、 た と
え ば 、 特 許 文 献 ２ ま た は 特 許 文 献 ３ に 示 さ れ て い る よ う な 公 知 の 方 法 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 有 機 材 料 層 ６ ２ の エ ッ ジ 部 の 突 起 を 抑 制 ま た は 防 止 す る 他 の 方 法 は 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に 、 形 成 し よ う と す る 有 機 材 料 層 ６ ２ の 層 厚 に 比 較 し て 、 レ ジ ス ト 膜 ６ １ を 厚 く （ た と え
ば 、 有 機 材 料 層 ６ ２ に 対 す る 層 厚 比 で １ ０ 以 上 ） 形 成 す る こ と で あ る 。 こ の 場 合 、 レ ジ ス
ト 膜 ６ １ の パ タ ー ン の 側 壁 ６ ４ に 付 着 す る 有 機 材 料 層 部 分 の 層 厚 は 極 め て 薄 く な る た め 、
こ の 有 機 材 料 層 部 分 は 、 リ フ ト オ フ 工 程 に お い て 、 レ ジ ス ト 膜 ６ １ と と も に 除 去 さ れ る 。
こ う し て 、 突 起 の 形 成 を 抑 制 ま た は 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は さ ら に 他 の 形 態 で 実 施 す る
こ と が 可 能 で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 事 項 の 範 囲 で 種 々 の 設 計 変 更 を 施 す こ と
が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成 を 図
解 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 動 作 特 性 例 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ ～ ３ Ｆ は 、 前 記 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成 を
説 明 す る た め の 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ Ａ ～ ５ Ｈ は 、 図 ４ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成 を 示
す 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ Ａ ～ ７ Ｅ は 、 図 ６ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な
断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 方 法 が 適 用 さ れ る 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 構 成 を 示
す 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ Ａ ～ ９ Ｅ は 、 図 ８ の 有 機 半 導 体 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 図 解 的 な
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 有 機 材 料 層 の エ ッ ジ 部 に 突 起 が 形 成 さ れ る 問 題 を 説 明 す る た め の 図 解 的 な 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ Ａ お よ び 図 １ １ Ｂ は 、 有 機 材 料 層 の エ ッ ジ 部 の 突 起 を 抑 制 す る た め の 方
法 を 説 明 す る た め の 図 解 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 有 機 材 料 層 の エ ッ ジ 部 の 突 起 を 抑 制 す る た め の 他 の 方 法 を 説 明 す る た め の 図 解
的 な 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 １ 　 　 ゲ ー ト 電 極
　 　 ２ 　 　 酸 化 シ リ コ ン 膜
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　 　 ３ 　 　 電 子 注 入 電 極
　 　 ４ 　 　 正 孔 注 入 電 極
　 　 ５ 　 　 有 機 半 導 体 部
　 　 ６ 　 　 Ｎ 型 有 機 半 導 体 材 料 層
　 　 ７ 　 　 Ｐ 型 有 機 半 導 体 材 料 層
　 　 ８ 　 　 有 機 発 光 材 料 層
　 １ ０ 　 　 電 極 間 領 域
　 １ １ 　 　 中 間 部
　 １ ２ 　 　 Ｐ Ｎ 接 合 域
　 １ ５ 　 　 ゲ ー ト 制 御 回 路
　 １ ６ 　 　 バ イ ア ス 印 加 回 路
　 ２ ０ 　 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 ２ １ 　 　 フ ォ ト マ ス ク
　 ２ １ ａ 　 開 口
　 ２ ３ 　 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 ２ ４ 　 　 フ ォ ト マ ス ク
　 ２ ４ ａ 　 開 口
　 ３ ３ 　 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 ３ ４ 　 　 フ ォ ト マ ス ク
　 ３ ４ ａ 　 開 口
　 ３ ４ ｂ 　 開 口
　 ３ ５ 　 　 ギ ャ ッ プ
　 ４ ０ 　 　 基 板
　 ４ １ 　 　 有 機 半 導 体 ト ラ ン ジ ス タ
　 ４ ２ 　 　 ゲ ー ト 電 極
　 ４ ３ 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
　 ４ ５ 　 　 有 機 半 導 体 材 料 層
　 ４ ６ 　 　 電 極
　 ４ ７ 　 　 電 極
　 ４ ８ 　 　 チ ャ ネ ル 領 域
　 ５ ０ 　 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 ５ １ 　 　 フ ォ ト マ ス ク
　 ５ １ ａ 　 開 口
　 ６ ０ 　 　 基 板
　 ６ １ 　 　 レ ジ ス ト 膜
　 ６ ２ 　 　 有 機 材 料 層
　 ６ ３ 　 　 突 起
　 ６ ４ 　 　 側 壁
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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